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担当部

直接実施・

運営

99.5 委託

平成１２年度以前 ～事業期間

総合計画

分野別計画

予算区分

消防団との連携を強化する

1

消防総務課

庶務係

32

平成３０年度以降

消防・救急

担当課

1

市民生活

災害発生時の迅速な出動体制を維持し、消防団施設を充実させることに

より消防団員が活動しやすい環境を整える。

○平成２３年度実施内容

・消防団車両を安全に運行するため、法定点検及び車検整備に伴う事前点検を実施する。

また、施設面では各分団からの修理依頼に対応するなど、年間を通じての維持管理を行

う。

【直接経費の内訳】

需用費：930千円（燃料費：103千円　電気料金：255千円　水道料金：85千円　修繕料：486千

円）

役務費：144千円（保険料：127千円外）

助成 0

9

担当係

根拠法令・個別計画

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

内容

（手段）

実施・運営方法

※費用合計に占める

経費の内訳(割合)

消防組織法・浄化槽法
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0

費用合計

1,488 1,209

0

6,528

95.9

受益者負担

費

用

直接経費

正職員

国・県支出金

対前年比

その他財源

6,807

0

一般財源

Ｈ21決算額

役務費：144千円（保険料：127千円外）

委託料（消防団車庫設備保守管理委託）：31千円

使用料等：45千円

公課費（自動車重量税）：150千円

 

○平成２４年度実施内容

・内容については、平成２３年度と同様に実施する。
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人件費

従事者数

人件費

1.00

（手段）

従事者数

Ｈ23決算額

ココココ

　　　　

　　　　

スススス

　　　　

　　　　

トトトト

財

源

その他職員
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Ｈ22決算額

1.001.00
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車庫施設管理
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成果指標名

車庫施設修繕

事業の

達成状況

活動指標名 H22

1212 12
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302

回
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H21

―

0

回

車庫施設を適正に管理することができた。

消防団施設の充実と消防団員の消防活動のしやすい環境づくりが図られている。

　―

H24

今後においても、現状のとおり定期的な点検を維持し、老朽化等に伴う施設の不備箇

所等があれば、必要に応じ早期に対応していく必要がある。

年年年年

度度度度

のののの

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

事業実施におけ

る課題等

経年により、施設が老朽化等し修繕が多くなる。

現状のとおり事業を継続することにより、消防団員が活動しやすい環境を維持するこ

とができ、円滑な消防団活動につながるため。
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一次評価のとおり。現状維持

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

方向性の判定

事事事事

業業業業

のののの

自自自自

己己己己

評評評評

価価価価

今今今今

後後後後

のののの

事事事事

業業業業

のののの
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判定理由

事業を廃止することにより、消防団施設、設備に不備が生じ、消防団活動に支障が生

じると考えられる。


